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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

あんぽ柿のスクリーニングレベル（以下 SL）超過の要因となる樹体を簡便な⽅法で推定する
調査（⾼リスク樹推定調査）により対策を講じても SL 超過品がわずかに発⽣しているほ場にお
いて、樹内を⽅⾓ごとに⾼さで分けた区分を設け 137Cs 濃度を調査した。その結果、同⼀樹内で
濃度差があり⾼濃度の区分も認められたため、区分別による再調査により SL 超過の要因となっ
ている樹を発⾒できる可能性がある。 

 
 
 
 
 
 

図 1 区分別調査による⾼リスク樹推定のイメージ 
                                                  

（１） １ほ場の 8 樹を対象に調査したところ、葉、収穫果とも樹内の 137Cs の濃度差が⾒られ、葉
の最⼤値は最⼩値の 1.4〜13.1 倍、収穫果も同様の 1.9〜13.9 倍であった (図 2、3、表 1)。 

（２） 樹内での濃度の⾼い区分は、⽅⾓別では葉、収穫果とも同⼀の⽅⾓に、⾼さ別では葉が 3m
以上の⾼さに多く存在していた（表 2）。 

 

２ 期待される効果 

⾼リスク樹推定調査により対策を講じても SL 超過品が発⽣する場合の再調査に活⽤できる。 
 

３ 活⽤上の留意点 

本試験は１ほ場の結果であり、樹体内における⾼い濃度の位置については、ほ場条件によって異
なる可能性がある。 
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①１樹ごと⼿の届く範囲
 で葉をまんべんなく
 20〜40枚/樹採取
②葉を細断せずにU8容器
 に充填(40〜50g/試料)
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①１樹ごと⽅⾓別×⾼さ別
 で葉を20〜40枚/樹採取
②葉を細断せずにU8容器
 に充填（40〜50g）
③ゲルマニウム半導体検出
 器で3,600秒測定

発⾒！



 

Ⅱ 具体的データ等 

 
Ⅲ その他 
１ 執筆者 

緑川史⼦ 
２ 実施期間 

平成 30〜令和２年度 
３ 主な参考⽂献・資料 
   なし 

 
図2 葉の 137Cs濃度のバラツキ                  図 3 収穫果の 137Cs濃度のバラツキ 

                              ※葉を調査した8樹のうち5樹を抽出 

 

表 1 葉と収穫果の 137Cs濃度(Bq/kg)の概要        表 2 葉の 137Cs濃度が中央値の1.5倍を超える 

箇所数とその割合  

 

※区分は、高さ：～2m､2～3m､3～4m､4m～、方角：東・西・南・北 

 の組み合わせ 

※濃度比：区分別の最大値/最小値 

簡便法 区分 東 南 ⻄ 北
(葉) 中央値 濃度⽐ 中央値 濃度⽐ 採取区分数 22 23 23 23

A 20.3 24.5 13.1 11.1 13.9 箇所数 0 6 6 3
B 10.6 14.5 2.1 − − 割合(%) 0.0 26.1 26.1 13.0
C 12.6 15 2.0 4.9 2.1
D 20.9 16.2 2.7 9.0 1.9
E 50.8 49.2 1.4 − − 区分 〜2m 2〜3m 3〜4m 4m〜
F 8.2 6.3 4.8 3.3 4.8 採取区分数 30 32 29 2
G 10.6 6.5 2.2 − − 箇所数 4 5 6 1
H 15.3 18.9 10.3 7.9 10.7 割合(%) 13.3 15.6 20.7 50.0

葉の区分別 収穫果の区分別樹No.


